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三
月
二
十
九
日
（
日
）
与
野
本

町
コ
ミ
セ
ン
に
於
い
て
、
埼
玉

県
勤
労
者
山
岳
連
盟
第
四
十
二

期
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
重
県
連
副
理
事
長
の
司
会
の

も
と
に
、
議
事
が
進
め
ら
れ
、

は
じ
め
に
武
笠
理
事
長
よ
り
、

埼
玉
労
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
四

月
本
格
化
公
開
を
前
に
試
験
的

で
は
あ
る
が
ア
ッ
プ
さ
れ
機
関

紙
が
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

と
と
、
今
後
徐
々
に
各
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
紹
介
等
を
リ
ン

ク
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
元
埼
玉
県
連
理
事
長
で

現
在
全
国
理
事
で
あ
る
大
沢
辰

雄
様
よ
り
、
二
月
に
行
わ
れ
た

全
国
評
議
会
の
報
告
に
つ
い
て
、

新
特
別
基
金
、
労
山
ネ
ッ
ト
、

五
十
周
年
記
念
行
事
等
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
、
理
解
と
協
力
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
の
折
、
低
酸
素
登
山

の
提
案
や
担
当
と
さ
れ
て
い
る

組
織
に
つ
い
て
か
ら
も
前
年
度

末
に
於
い
て
は
全
国
で
六
百
十

一
名
の
会
員
減
少
が
報
告
さ
れ

て
い
る
中
、
安
全
登
山
の
為
や
、

連
盟
活
性
の
為
に
も
是
非
会
員

増
加
の
た
め
の
活
動
を
さ
れ
、

会
活
動
・
会
山
行
・
県
連
活
動

が
活
発
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す

る
と
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
の
小
春
日
和
の
中
、

三
十
六
名
の
代
議
員
出
席
（
六

名
委
任
状
）
と
な
り
、
資
格
審

査
は
成
立
。

議
事
は

議
長
、
午
前
‐
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

よ
り
高
橋
氏
（
浦
和
く
ま
ざ
さ

山
岳
会
）
、
午
後
‐
北
部
ブ
ロ

ッ
ク
よ
り
滝
沢
氏
（
熊
谷
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
同
人
）

書
記
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
八

木
原
氏
（
三
郷
山
の
会
）
、
西

部
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
大
館
氏
（
所

沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）
の
方

で
進
め
ら
れ
、
〇
八
年
度
活
動

報
告
、
〇
九
年
度
活
動
方
針
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査
、
予
算

案
、
規
約
改
正
案
、
〇
九
年
度

役
員
体
制
案
。

す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
十
六
時

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
理
事
他
各
会
代
議

員
ら
三
十
名
で
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
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第42期定期総会
埼玉労山ホームページ立ち上がる

安全登山と会員増加を目指そう！

埼玉労山ホームページ見てくださいネ！

埼玉労山ホームページ

http://www.justmystage.com/home/tozans/index.html

埼玉労山登山学校ホームページ

http://www.justmystage.com/home/tozan/

日本語検索で「ろうさん」と入れていただけ

れば共に出てきますのでお気に入りの欄に入

れてくださいね!

第四十二期埼玉県勤労者山岳連盟役員体制

理事長 武笠 真次（わらび山の会）

副理事長 徳重 重文（大宮勤労者山岳会）

矢崎 辰雄（ハイキングクラブ上里）

佐藤 久子（三郷山の会）

事務局長 木阪 康弘（ハイジアルペンクラブ）

理事 廣岡 美恵子 (山遊会ビスターリ)

木村 哲也 (熊谷トレッキング同人）

高橋 利男 (富士見市峠山の会)

尾手 利雪 (三郷山の会)

若木 由和 (上福岡山なみハイキングクラブ)

青木 正 (埜歩歩富士見山の会)

澤藤 俊昭 (あすなろ山岳会）

長谷川 貞子 (所沢ハイキングクラブ）

加納 隆夫 (新座山の会)－新任

嶋田 好枝 (新座山の会)－新任

天野 二郎 (日進山岳会)－新任

監事 杉江 勲 (新座山の会) －新任

後藤 尚子 (大宮勤労者山岳会) －新任

第１４期登山学校

14 期の登山学校の日程が決まりました。是非各会でご紹介いただき、多くの方の参加をお待ちしております。 

＊ 受講料 年間２万円 、交通費実費 

日程説明会・開校式５月２３日（土）   

① 計画から下山まで  ６月６日（土）７日（日）  ② 登山と運動生理学  ７月４日（土）５日（日） 

③ 山での救急法    ８月１日（土）２日（日）  ④ 地図の読み方     9 月 5 日（土）6 日（日） 

⑤ 岩登り（初級）   10 月 3 日（土）4 日（日）  ⑥ 天気の見方     11 月 7 日（土）8 日（日）   

⑦ 総合学習登山   12 月 5 日（土）6 日（日）  ⑧雪山歩き        1 月 16 日（土）17 日（日） 

閉校式 2 月 6 日（土） 

※全国連理事 

井芹 昌二 （登攀クラブ 岩つばめ） 

伊藤 正勝 （わらび山の会） 

牧添 みちよ（所沢ハイキングクラブ） 

大澤 辰雄 （埜歩歩富士見山の会） 



理
事
会
報
告 

 
三
月
二
十
五
日
（
水
）
第
十
三

回
理
事
会
を
十
五
名
出
席
で
浦

和
県
連
事
務
所
に
於
い
て
行
い

ま
し
た
。 

委
員
会
等
活
動
経
過
報
告･

計

画
予
定 

【
財 

政
】  

決
算
報
告
書
作
成 

 

カ

レ
ン
ダ
ー
代
・
安
全
対
策

基
金
交
付
金 

増 
 

 
 

遭
難
対
策
基
金
手
数
料
入

金
有 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

３
月
末
公
開 

〈
Ｈ
Ｐ
の
あ
る
加
盟
団
体
〉 

大
宮
・
ハ
イ
ジ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

埼
玉
・
岩
つ
ば
め
・
所
沢
・

新
座
・
飯
能
・
熊
ト
レ
・

三
郷
・
わ
ら
び 

【
女 

性
】 

３
／
７
北
本
自
然
観
察
公

園
救
急
法
講
習
会 

 

十
五
名
＋
女
性
委
員
五
名 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】 

実
験
登
山
報
告
書
作
成
中 

【
自
然
保
護
】
４
／
２
６ 

植

樹
祭
（
労
山
よ
り
地
元
Ｎ

Ｐ
Ｏ
へ
１
万
円
寄
付
） 

【
救
助
隊
】 

４
／
６ 

総
会
準
備
中 

【
登
山
学
校
】 

 

４
／
１
３ 

第
二
回
運
営

委
員
会 

 
 

 

５
／
２
３ 

開
校
式 

【
岩
ネ
ッ
ト
】 

 

３
／
１ 

幕
岩
６
名
参
加 

【
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
】 

３
／
１
５ 

那
須 

（
す
だ
れ
山
）
９
名
参
加 

【
登
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
】 

今
期
中
止 

ブ
ロ
ッ
ク
報
告 

 
 

西
部
＝
３
／
１
冬
山
交
流

登
山
（
赤
城
山
）
二
十
六

名
参
加 

 
 

 

 
 

南
部
＝
３
／
７
・
８ 

 

深
雪 

７
名
（
谷
川
土
合
） 

加
盟
団
体
活
動
情
報 

 

総
会
： 

４
／
５ 

峠
・
所
沢 

、 

４
／
１
２ 

三
郷 

、 

４
／

１
９ 

ハ
イ
ジ
・
埜
歩
歩 

 
 

議 
 

 

題 
 

 
１ 
県
連
総
会
準
備 

 

三
月
二
十
九
日
（
日
） 

与
野
本
町
コ
ミ
セ
ン 

３
／
２
８ 
総
会
資
料
印
刷 

（
浦
和
コ
ミ
セ
ン
） 

○
総
会
当
日
任
務
依
頼 

○ 

議
案
書
版
下
完
成
状
況 

会
計
監
査
：
３
／
１
６

実
施 

規
約
一
部
改
正 

総
会
委
任
状 

ク
ラ
ブ
ワ
ー
ル

ド
ピ
ー
ク
ス
、
橡
山
岳
会 

２ 

新
年
度
役
員
選
考
委
員
会 

継

続

理

事

・

退

任

理

事 
 

新
規
理
事 

確
認 

３ 

そ
の
他 

新
役
員
体
制
案
を
事
務
局

作
成
す
る
。 

川
ト
レ
脱
退
経
緯
に
つ
い

て
説
明 

 

規
約
を
一
部
変
更 
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今
回
の
山
ス
キ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

久
し
ぶ
り
に
熊
ト
レ
以
外
か
ら

所
沢
Ｈ
Ｃ
の
長
谷
川
さ
ん
が
参

加
。
総
勢
９
名
で
那
須
連
峰
の

中
ノ
大
倉
尾
根
を
滑
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｍ
ｔ
ジ
ー
ン
ズ
ス
キ
ー

場
の
駐
車
場
に
着
く
と
、
さ
す

が
那
須
連
峰
だ
け
あ
っ
て
ゲ
レ

ン
デ
内
で
も
結
構
な
強
風
が
吹

い
て
い
た
。
稜
線
の
雪
雲
も
な

か
な
か
取
れ
な
い
の
で
、
１
０

時
ま
で
の
予
定
で
ゲ
レ
ン
デ
に

て
ス
キ
ー
練
習
を
行
う
。 

 
ゴ
ン
ド
ラ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
全
員
集

合
し
、
十
時
半
過
ぎ
に
出
発
。

今
日
の
風
で
は
他
に
入
山
者
は

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
つ
ぼ
足
登
山
者
の
他
、

ス
キ
ー
を
履
い
た
人
も
何
パ
ー

テ
ィ
か
い
た
。
中
ノ
大
倉
尾
根

の
ほ
ぼ
夏
道
沿
い
に
登
っ
て
い

く
が
、
樹
林
帯
を
抜
け
た
あ
た

り
か
ら
は
風
を
も
ろ
に
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
雪
面
も
ア
イ
ス

バ
ー
ン
と
な
っ
た
の
で
、
ク
ト

ー
＆
目
出
帽
を
装
着
。
凍
傷
を

警
戒
し
て
目
出
帽
と
ゴ
ー
グ
ル

の
隙
間
に
は
日
焼
け
止
め
を
ば

っ
ち
り
塗
る
。
時
折
ガ
ス
が
晴

れ
る
と
、
ス
ダ
レ
山
や
朝
日
岳

の
稜
線
が
望
ま
れ
た
。 

 

斜
度
が
急
に
な
る
１
６
６
０

ｍ
で
今
日
は
、
こ
れ
以
上
は
危

険
が
大
き
い
と
い
う
事
で
登
行

終
了
。
来
た
道
を
戻
る
の
で
は

滑
り
の
楽
し
み
が
全
く
無
い
の

で
、
中
ノ
大
倉
尾
根
の
北
面
を

滑
る
こ
と
に
な
っ
た
。
始
め
は

カ
リ
カ
リ
の
ア
イ
ス
バ
ー
ン
で

高
度
を
下
げ
る
の
で
精
一
杯
な

感
じ
だ
っ
た
が
、
樹
林
帯
に
入

る
と
ま
ず
ま
ず
の
雪
質
と
な
り
、

ブ
ナ
林
滑
降
を
楽
し
ん
で
谷
底

の
１
４
６
０
ｍ
で
昼
食
休
憩
を

と
る
。 

 

休
憩
後
は
尾
根
に
向
か
っ
て

１
０
０
ｍ
程
登
り
返
す
。
こ
の

斜
面
の
雪
が
良
か
っ
た
の
で
、

時
間
も
ま
だ
早
い
の
で
も
う
一

本
滑
る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
谷

底
に
着
い
て
し
ま
う
が
こ
れ
も

楽
し
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
さ

き
ほ
ど
よ
り
も
ト
ラ
バ
ー
ス
気

味
に
尾
根
に
登
り
返
す
が
、
こ

ち
ら
は
所
々
ア
イ
ス
バ
ー
ン
で

少
々
登
り
づ
ら
か
っ
た
。
尾
根

に
出
た
所
で
集
合
写
真
を
撮
っ

て
ゲ
レ
ン
デ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
へ
。
後
は

ゲ
レ
ン
デ
を
流
し
て
本
日
の
行

動
は
終
了
。 

 

強
風
、
ア
イ
ス
バ
ー
ン
と
条

件
が
良
く
な
か
っ
た
た
め
、
目

標
の
ス
ダ
レ
山
に
は
到
達
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
な
り

に
楽
し
め
た
一
日
で
し
た 

木
村
理
事
記 
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□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

第
二
回
岩
ネ
ッ
ト
報
告 

（
担
当
理
事 

尾
手 

記
） 

平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
（
日
）

天
候 

雨
の
ち
曇
り 

湯
河

原
・
幕
岩
の
ゲ
レ
ン
デ
で
行
い

ま
し
た
。 

参
加
者
は
三
郷
山
の
会 

五
名 

浦
和
山
の
会 

一
名 

計
六
名

で
し
た
。 

湯
河
原
の
駅
に
到
着
し
た
時
に

は
、
朝
よ
り
雨
模
様
で
、
箱
根

で
は
雪
ま
じ
り
の
天
候
で
し
た

が
、
と
り
あ
え
ず
現
場
へ
と
い

う
こ
と
で
茅
ヶ
崎
ロ
ッ
ク
エ
リ

ア
桃
源
郷
（
グ
レ
ー
ド
は
五
・

八
程
度
）
へ
、
し
ば
ら
く
す
る

と
雨
も
や
ん
で
、
誰
も
い
な
か

っ
た
ゲ
レ
ン
デ
に
ク
ラ
イ
マ
－

が
続
々
き
て
に
ぎ
や
か
に
な
り

ま
し
た
。 

今
回
は
ま
る
っ
き
り
の
初
心
者

が
参
加
と
い
う
こ
と
で
蟻
さ
ん

ル
ー
ト
（
五
・
八
程
度
）
を
選

び
、
ロ
ー
プ
を
た
ら
し
ト
ッ
プ

ロ
ー
プ
で
何
と
か
皆
さ
ん
ク
リ

ア
、
隣
の
ル
ー
ト
に
移
っ
た
が

こ
こ
は
初
心
者
に
は 

無
理
だ
っ
た
よ
う
で
敗
退
。 

帰
り
は
湯
河
原
の
温
泉
で
汗
を

流
し
美
酒
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

小
生
は
依
然
と
し
て
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
で
き
ず
悶
々
と
し
て
い
る

し
だ
い
で
す
。 

こ
こ
は
梅
林
公
園
内
に
あ
り
梅

祭
り
（
今
回
は
梅
も
満
開
）
も

あ
り
、
日
当
た
り
も
良
く
伊
豆

と
い
う
場
所
柄
も
あ
り
、
暖
か

な
エ
リ
ア
と
し
て
関
東
ク
ラ
イ

マ
ー
の
冬
の
定
番
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

湯
河
原
梅
林
公
園
条
例
に
基
づ

き
幕
山
公
園
の
一
部
を
立
ち
入

り
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
幕
岩
の
一
部
（
指
定

さ
れ
た
区
域
は
て
ん
と
う
む
し

ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
か
ら
正
面
壁
エ

リ
ア
）
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

出
来
な
い
の
で
ク
ラ
イ
マ
－
、

初
級
者
か
ら
中
級
者
及
び
講
習

者
が
茅
ヶ
崎
ロ
ッ
ク
エ
リ
ア
に

集
ま
り
天
気
の
良
い
日
は
ク
ラ

イ
マ
ー
で
い
つ
も
は
混
雑
す
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
今
回
は
ゆ
っ

た
り
と
で
き
ま
し
た
。 

来
年
も
梅
の
咲
く
時
期
に
満
開

の
梅
を
見
な
が
ら
の
幕
岩
で
し

か
味
あ
え
な
い
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
期
は
二
回
だ
け
と
少
な
い
岩

ネ
ッ
ト
で
し
た
が
今
期
の
岩
ネ

ッ
ト
の
予
定
は
終
了
で
す
。 

来
期
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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山スキーネット 



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

○
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

女
性
委
員
会
主
催
「
救
急
法

講
習
会
」 

二
〇
〇
九
年
三
月
七
日(

土)
 

北
本
の
埼
玉
県
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｍ
Ｆ
Ａ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
で
救
助
隊
副
隊
長
の

柴
山
利
幸
講
師(

ハ
イ
ジ
ア
ル

ペ
ン
ク
ラ
ブ)

の
も
と
、
四
団
体

十
五
名(

北
本
山
の
会
六
名
、
ハ

イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
三
名
、

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ
五
名
、
ア

ル
パ
イ
ン
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
い
た
ま
一

名)

、
女
性
委
員
五
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

室
内
で
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
デ
モ
、
シ
ョ
ッ
ク
対
処
の

説
明
、
屋
外
で
は
緊
急
避
難(

一

人
搬
出
・
二
人
搬
出
・
ツ
ェ
ル

ト
ド
ラ
ッ
グ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ

ェ
ー
ン
・
梱
包
デ
モ)

や
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
シ
ェ
ル
タ

ー
の
確
保
、
シ
ョ
ッ
ク
対
処
、

そ
し
て
ヘ
リ
で
の
救
助
の
際
の

有
効
な
伝
達
実
験
な
ど
を
し
ま

し
た
。
実
験
で
は
雨
具
、
蛍
光

色
の
上
着
、
サ
バ
イ
バ
ル
シ
ー

ト
、
鏡
、
青
い
袋
や
、
素
手
で

試
み
た
と
こ
ろ
、
サ
バ
イ
バ
ル

シ
ー
ト
は
遠
く
て
も
良
く
わ
か

り
、
蛍
光
色
も
目
立
ち
ま
し
た
。 

今
回
初
め
て
の
地
域
で
行

い
、
活
動
が
広
が
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
繰
り
返
し
講
習

会
を
開
催
し
、
安
全
登
山
に
繋

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

長
谷
川
理
事
記 

 

「
野
外
の
救
急
法
講
習
会
に
参

加
し
て
」 

酒
井 

理
佳 

（
ハ
イ
ジ
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
） 

 

一
度
は
や
っ
て
お
か
な
く
て

は
と
思
う
も
の
の
、
今
ま
で
な

か
な
か
で
き
な
か
っ
た
救
急
法

講
習
に
、
今
回
ド
タ
参
加
と
い

う
形
で
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

「
野
外
の
」
と
い
う
こ
と
で
、

場
所
は
北
本
自
然
観
察
セ
ン
タ

ー
で
す
。
荒
川
の
そ
ば
の
湿
地

帯
や
雑
木
林
の
残
さ
れ
た
環
境

で
、
野
鳥
の
観
察
に
う
っ
て
つ

け
の
場
所
で
す
が
、
付
近
に
は

桜
堤
が
あ
っ
た
り
田
園
地
帯
が

広
が
っ
た
り
で
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

人
も
い
ま
す
。
鴻
巣
在
住
の
私

に
と
っ
て
も
、
お
気
に
入
り
の

場
所
で
す
。 

 

講
師
の
柴
山
さ
ん
、
女
性
委

員
会
の
長
谷
川
さ
ん
の
紹
介
の

あ
と
、
ま
ず
は
室
内
で
、
心
肺

蘇
生
の
基
本
練
習
を
し
ま
し
た
。

け
が
人
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
か

ら
講
師
が
お
手
本
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
。
①
声
か
け
（
意
識
や

呼
吸
の
有
無
の
確
認
）
、
②
救

急
車
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
要
請
、

③
心
肺
蘇
生 

と
い
う
順
だ
が
、

け
が
人
に
近
づ
く
際
は
足
元
か

ら
（
頭
か
ら
近
づ
く
と
、
け
が

人
は
声
の
す
る
方
を
見
よ
う
と

す
る
た
め
、
頸
椎
に
ダ
メ
ー
ジ

が
あ
る
と
き
に
危
険
）
な
ど
、

細
か
い
注
意
点
を
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
救
急
車
の
手
配
を
お

願
い
す
る
際
も
、
特
定
の
人
に

頼
む
（
「
誰
か
・
・
・
」
だ
と

な
か
な
か
動
い
て
く
れ
な
い
ら

し
い
）
と
か
、
な
る
ほ
ど
と
思

い
ま
し
た
。 

 

実
習
は
心
肺
蘇
生
の
み
で
し

た
が
、
人
に
よ
り
テ
ン
ポ
の
違

い
が
あ
っ
た
り
、
無
理
な
姿
勢

を
し
て
い
た
り
す
る
の
を
、
講

師
や
お
手
伝
い
の
皆
さ
ん
が
丁

寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

い
て
、
最
後
に
は
全
員
な
ん
と

か
形
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

次
に
野
外
の
草
地
に
移
動
し

て
、
け
が
人
搬
出
の
訓
練
を
し

ま
し
た
。
一
人
搬
出
、
二
人
搬

出
、
ツ
ェ
ル
ト
使
用
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
チ
ェ
ー
ン
と
や
っ
て
み
ま

し
た
が
、
一
人
で
は
わ
ず
か
な

距
離
し
か
移
動
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
男
性
相
手
で
は
、
私
の

要
領
が
悪
い
の
も
あ
り
、
半
身

を
起
こ
す
の
さ
え
一
苦
労
で
し

た
。
実
際
の
山
中
で
は
、
斜
面

で
あ
っ
た
り
岩
場
で
あ
っ
た
り

す
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
、
二

次
遭
難
を
防
ぐ
た
め
、
無
理
だ

と
思
っ
た
ら
割
り
切
り
も
必
要

と
教
わ
り
ま
し
た
。 

 

午
後
は
シ
ョ
ッ
ク
対
処
の
説

明
と
、
野
外
で
の
シ
ェ
ル
タ
ー

の
確
保
を
行
い
ま
し
た
。 

 

シ
ョ
ッ
ク
対
処
は
、
主
に
低

体
温
症
に
対
す
る
措
置
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
温
に

は
体
表
面
を
温
め
る
も
の
と
、

体
深
部
を
温
め
る
も
の
が
あ
り
、

後
者
が
良
い
と
の
こ
と
。
冷
た

い
か
ら
と
い
っ
て
手
足
を
こ
す

っ
た
り
人
間
の
体
で
温
め
た
り

す
る
の
は
前
者
に
あ
た
り
、
良

く
な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
意

外
で
し
た
。
金
属
ビ
ン
に
お
湯

を
入
れ
タ
オ
ル
で
く
る
ん
だ
も

の
を
、
大
き
な
血
管
の
あ
る
部

位
（
そ
け
い
部
、
脇
の
下
、
首

な
ど
）
に
少
し
ず
つ
あ
て
る
方

法
を
教
わ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
搬
出
の
実
習
を
行
い
、
９
時

か
ら
５
時
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
充

実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 

実
習
を
通
じ
て
私
が
感
じ
た

の
は
、
実
際
の
山
行
中
に
事
故

に
あ
っ
た
時
、
的
確
な
状
況
判

断
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

け
が
人
の
状
態
の
他
、
救
出
す

る
側
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る
場
合
、

自
分
た
ち
の
安
全
確
保
も
必
要

だ
し
、
状
況
も
天
候
な
ど
に
よ

っ
て
変
化
し
ま
す
。
と
て
も
難

し
い
こ
と
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
が
感
じ
ら
れ
た
だ
け
で
も
、

今
回
の
講
習
は
有
意
義
で
し
た
。

講
師
の
柴
山
さ
ん
、
女
性
委
員

会
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

「
初
め
て
救
急
法
講
習
会
に
参

加
し
て
」 

北
本
山
の
会 

千
葉 

す
べ
て
の
項
目
に
全
員
参
加
が

で
き
た
の
で
非
常
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。 

北
本
自
然
公
園
に
は
屋
外
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
え

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
講

習
環
境
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

実
際
の
場
面
に
遭
遇
し
た
ら
何

ら
か
の
役
に
立
つ
よ
う
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

               

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
雪
山
体
験
－

赤
城
・
黒
桧
山 

三
月
一
日
に
埼
玉
労
山
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
赤
城
・
黒
桧
山
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

最
短
ル
ー
ト
で
ピ
ス
ト
ン
で
し

た
が
雪
や
、
氷
も
程
よ
く
あ
り

ア
イ
ゼ
ン
歩
行
の
初
心
者
に
は

絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
な
っ
た

の
で
は
…
。 

 

数
日
前
の
雪
が
残
り
気
温
も

多
少
あ
っ
て
赤
城
の
こ
の
季
節

に
取
っ
て
は
暖
か
い
く
ら
い
か

と
。
で
も
、
踏
み
固
め
ら
れ
た

登
山
道
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
状
態
。 

 

視
界
も
良
く
な
い
が
大
沼
は

良
く
見
え
る
。
高
度
が
上
が
る

に
つ
れ
小
沼
も
見
え
て
き
た
。 

 

昼
近
く
に
な
る
と
、
気
温
が

高
い
せ
い
か
目
前
の
地
蔵
岳
も

霞
ん
で
し
ま
っ
た
。 

 

黒
桧
岳
頂
上
か
ら
は
何
も
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
風

も
穏
や
か
で
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
で
し
た
。 

 

大
沼
湖
面
に
は
朝
早
く
か
ら

ワ
カ
サ
ギ
釣
り
の
フ
ァ
ン
が
た

く
さ
ん
見
え
ま
し
た
。 

 

天
気
こ
そ
イ
マ
イ
チ
で
し
た

が
久
々
の
雪
山
歩
き
は
最
高
で

し
た
。 

 

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
最
後

の
急
斜
面
で
は
ム
ン
タ
ー
ヒ
ッ

チ
で
救
護
者
の
下
山
の
仕
方
も

練
習
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

四
面
へ
続
く 
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女性委員会 

 



三
面
よ
り
続
く 

下
山
後
、
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
浸

か
っ
て
気
持
ち
良
く
な
り
。
山

の
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
な
が
ら

バ
ス
で
、
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
初
級
雪
山
登
山 

 

佐
藤 
英
輝 

上
福
岡
山
な
み
ハ
イ
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ 

 

３
月
１
目
（
日
） 

赤
城
山
最

高
峰 

黒
檜
山
（1

,
8
2
8
m

） 

「
バ
ス
使
用
」 

参
加
者
二
十
六
名 

 
 

山
遊
会
ビ
ス
タ
ー
リ
‐
五
名 

 

埜
歩
歩
富
士
見
山
の
会
‐
五
名 

 

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
四
名 

新
座
山
の
会
‐
二
名 

 

富
士
見
市
峠
山
の
会
‐
一
名 

 

上
福
岡
ハ
イ
キ
ン
グ
Ｃ
‐
九
名 

一
班
・
二
班
、
各
十
三
名
ず
つ

登
り
始
め
る
。
登
山
道
は
完
全

に
雪
道
、
急
登
が
続
き
三
十
分

ほ
ど
で
猫
岩
に
で
た
。 

 

大
沼
方
面
の
展
望
が
す
ば
ら

し
い
、
冬
の
名
物
氷
の
上
で
の

「
わ
か
さ
ぎ
」
釣
り
の
テ
ン
ト

の
群
れ
が
壮
観
で
あ
る
、
長
七

朗
山
・
地
蔵
岳
が
は
っ
き
り
と

見
え
絶
景
で
あ
る
。 

 

一
歩
一
歩
、
サ
ク
サ
ク
と
ア

イ
ゼ
ン
の
爪
で
雪
を
踏
み
込
む

感
触
が
心
地
よ
い
、
登
る
に
つ

れ
雪
も
少
々
多
く
な
っ
て
き
た
、

樹
林
帯
を
登
り
つ
め
る
、
山
頂

近
く
に
な
る
と
樹
木
の
細
い
枝

先
ま
で
き
っ
ち
り
と
張
り
付
い

て
い
る
樹
氷
が
す
ば
ら
し
く
綺

麗
で
あ
る
。 

 

一
時
間
四
十
分
で
山
頂
に
着

く
こ
と
が
出
来
た
、
“
こ
こ
で

大
切
な
”
初
級
雪
山
体
験
で
あ

る
、
出
発
地
で
資
料
を
頂
き
、

ピ
ッ
ケ
ル
の
持
ち
方
・
使
い
方
、

ア
イ
ゼ
ン
歩
行
の
基
本
フ
ラ
ッ

ト
フ
ッ
テ
イ
ン
グ
で
の
登
り
・

下
り
、
急
傾
斜
で
の
足
の
運
び
、

体
の
姿
勢
を
わ
か
り
易
く
説
明

を
受
け
る
。 

 

山
頂
で
下
り
は
特
に
慎
重
に

降
り
る
こ
と
、
ア
イ
ゼ
ン
は
フ

ラ
ッ
ト
に
お
き
爪
全
体
を
刺
す
、

そ
の 

他
体
重
移
動
等
の
指
導
受
け
る
、

下
山
を
始
め
る
、
急
斜
面
で
は

ゆ
っ
く
り
静
か
に
下
り
転
ば
な

い
よ 

う
対
応
す
る
、
勢
い
が
あ
る
と

大
怪
我
の
も
と
に
な
る

と
。
・
・
・
な
る
ほ
ど 

 

猫
岩
を
降
り
た
と
こ
ろ
で
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
ム
ン
タ
ー
ヒ

ッ
チ
で
の
訓
練
、
簡
易
ハ
ー
ネ

ス
、
安 

全
肩
付
き
カ
ラ
ビ
ナ
を
取
り
付

け
引
き
下
ろ
し
体
験
、
全
員
ク

リ
ア
ー
し
て
、
十
四
時
三
十
分

登
山
口
に
下
山
で
き
ま
し
た
。 

 

帰
路
は
・
あ
い
の
や
ま
の

湯
・
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
車
中

は
「
山
の
歌
」
教
室
に
早
変
わ

り
、
み
ん 

な
楽
し
そ
う
笑
い
が
絶
え
な
い
。 

 

二
十
時
ふ
じ
み
野
に
到
着
。 

ア
イ
ゼ
ン
歩
行
、
足
が
疲
れ
ま

し
た
が
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 
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□   第１４５号   ２００９年  ４ 月 ６日（月）発行                   埼  玉  労  山  （４） 

♪みんなの歌♭    

晴れたらいいね 

作詞 作曲者 吉田 美和 

 

１、山へ行(ｲ)こう 次の日曜 昔みたいに 

     雨が降れば 川底に 沈む橋越えて 

    胸まである草分けて ぐんぐん進む背中を 

    追いかけていた 見失わないように 

    抱えられて渡った小川 

    今はひらり跳び越えられる 

   

一緒に行こうよ "こくわ"の実 また採ってね 

    かなり頼れるナビになるよ 

 

 ２、幼稚園 最後の日は 爪に赤いインクを 

    こっそり塗った 私叱って泣かせたあなたにも 

    肩が並んで 人並みには 恋だってしたよ 

   

 一緒に行こうよ 彼の話も聞いてね 

  お茶も上手にいれるからね 

   

  一緒に行こうよ いつも眠った帰り道 

  今度は私が 運転するから 

 

  一緒にね いろんな話ししよう Wow 

  晴れたらいいね 晴れたらいいね 晴れたらいいね 

1992 年(H.4)、吉田美和さんがボーカルのグループ"Dreams Come True"のヒット曲です。 

NHK TV の朝の連続ドラマ、「ひらり」のテーマ曲に使われました。 

 

足尾植樹祭に参加しよう！ 

「旧足尾銅山の植樹デー」に今年も自然保護委員会として下記のとおり植樹活動に取り組むこ

とになりました。埼玉県連の各団体からの多数の参加をお願い申し上げます。 

１．日時：２００９年４月２６日（日） 

２．植樹場所：戸四郎沢・・・足尾ダムゲートの近く 

３．集合時間・場所：午前９時３０分 銅（あかがね）親水公園  ＊雨天決行 

４．埼玉県連としての統一行動：共同植樹・・・午前１０時～午後１時 

    ＊西部ブロックは植樹後、銀山平から備前楯山を登山します。 

５．個人で持参するもの：参加費は無料ですが①昼食（ブタ汁は用意されてます）②軍手 

            ③雨具 ④用具は現地で用意されていますが用意できる人は持参。 

６．参加者の取り纏め：各ブロック単位でお願いします。 

  ●最終取り纏め・・・・４月１０日（金） 

７．駐車場：昨年と同じ足尾ダムゲートの先です。 

８．わたらせ渓谷鉄道ご利用の場合は、終点の「間藤駅」からの送迎があります。 

９．西部ブロックは貸切バスを用意します。集合場所は東武東上線の「ふじみの駅」午前６時 

  ３０分です。他のブロックで貸切バスが必要であれば県連で手配します。 

１０．昨年植樹した苗木は見学できるようにします。 

   ＊＊＊足尾の山に１００万本の木を植えよう！！！ 

〈編集後記〉 

埼玉の桜もそろそろ

満開の頃となりますね。 

奥武蔵や奥多摩、秩父も

四花の良い季節が間近。

皆さんの気持ちもウキ

ウキしてきたかな? 

花見にはお酒がつきも

のの方も多いかと。 

是非や真野中では程々

にしましょうネ！ 

定期総会も終わって新

年度がスタートします。 

次号はまた、どんな内容

になるのかな? 

是非みんなの歌も例会

で歌って楽しんでいた

だけたらと…。08 年度ご

愛読に感謝。   

杉江までメール又は 

FAX（０４８－４６８－９０４０）

で報告下さい。 

 


